
手順

内容
ドメインの取得
サーバーにてドメインの追加、MySQL（データベース）やユーザーの作成
ムームーで取得したドメインのコントロールパネルの設定
Wordpressの最新版をインストールする
FTPソフトを扱って、Wordpressを転送する
wp-config.phpの設定（DB、ユーザー、パスワード、ローカルホスト、接頭語）
管理画面の設定（ユーザーID・パスワード・メールアドレス・インデックス）
プラグイン　Siteguardを入れて、ログインURLを変更する
.httaccess内に海外IP除外コードを入れる
https化の準備、SSLの設定、.httaccess内にコードを入れる

必要なプラグインを設定する
企画の概要を決める
GoodkeyWordsとキーワードプランナーを活用して関連する検索キーワードを挙げる
企画の詳細を決める
関連する商品やサービスを挙げる
関連する商品やサービスの検索キーワードを挙げる
関連する検索キーワードから、今回取っていくワードを決める
関連する競合商品の検索キーワードから、今回取っていくワードを決める
記事とサイトの設計を決める

設計に基づいて投稿ページや固定ページを作成
問い合わせフォームやメールの設定
プライバシーポリシーの設定
各ページのタイトル、メタの設定
検索エンジンでの表示のチェックを外す
Googleアナリティクスの設定
Google Adsenseで広告の作成、サイト内に設置
サーチコンソールの設定

記事の更新する
テーマやプラグインの更新する
Googleアナリティクスにてセッション数やユーザー数、PV数等々を確認する
サーチコンソールにて、月間のクエリ数・ページ数を確認する

準備

運用

制作
（サイトリリース）

制作
（企画-記事設計）
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準備

サイト制作を行うにあたっての準備

サイト制作の準備として、
・ドメインの取得
・サーバーの設定
・Wordpressのインストール、FTP転送
を行う必要があります。
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準備

ドメインの取得

①取得したいドメインを検索

②ドメイン取得の決済
ネームサーバ（DNS）：「今はまだ使用しない」
お支払方法：クレカ、銀行、コンビニ

③ドメイン取得が出来ているか確認する
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準備

サーバーの設定

①ドメインの追加

②MｙSQL（データベースの作成）

③MｙSQLユーザーの作成

⑤MySQL一覧からアクセス権未所有ユーザーを所有ユーザーに追加
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準備

ドメインとサーバーを同期させる

①取得したドメインをクリック

②ネームサーバーを変更する
サービスは、弊社以外のネームサーバ
ネームサーバ1、2は、Xserverのサーバー情報
からコピーする
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準備

Wordpressのインストール、FTPソフトを使って転送

①　Wordpress（以後Wpと省略）

②FTPソフトを開いて、取得（登録した）
ドメイン内にWPを入れる
＊FTPソフトはcyberduckを使用
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準備

WPの設定

①http://取得したドメイン/wp-admin
→WPの転送が問題なく出来ると、表示される

②設定項目を記述（サーバー上で設定した項目を反映）
・データベース（MySQL）
・ユーザー
・パスワード
・データベースホスト

テーブル接頭語は、なんとなく自分がわかるやつ

③サイトのタイトル、ユーザー名、パスワード
メールアドレスの設定
検索エンジンでの表示はチェック☑にする
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準備

SITEGUARD（プラグイン）の設定

ログインURLが、wp-adminのままだと
セキュリティが弱くなるので、URLを変更する

①Google検索orプラグイン検索で、SITE GUARDを検索 

②ログインページを変更を選択
管理ページアクセス制限には、チェック☑を入れる

③http://ドメイン名/ここを決める
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準備

海外IP除外コードの埋め込み 

海外からのアクセスを遮断するために、コードを入れる 

①.httaccess というファイルの中に 
海外IP除外のコード入れる

http://を　https://を変更

SITE GUARDのコード 

海外IP除外コード 

9 / 31 ページ



準備

①wpの設定→　の所、httpになってるので
httpsに変更

②サーバーのSSL→独自SSLを追加

③.httaccessに〇のコードを追加
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準備

必要なプラグインをアップロード（SITE GUARD以外のやつ） 

YOAST
・SEO対策用に使うプラグイン

Google　analytics monsters
・Googleアナリティクスの設定を行う

Contact form7
・問い合わせフォームが簡易的に作れる
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制作-企画、記事設計-

企画
1.企画概要を決める
・目的、コンバージョンは何か？
・中心となるキーワードは何か？

サイト設計
・サイトの枠組みがある程度決まっているようであれば設計する

キーワード選定
2.関連する検索キーワードを挙げる　↓完成イメージ

Goodkeywordsとキーワードプランナーを使って、〇の項目を埋める
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制作-企画、記事設計-

・GoodKeyWordsで関連キーワードを挙げる 
http://goodkeyword.net/

・GoogleAdwordsでやること
 ・関連キーワードを挙げる
 ・検索ボリュームを調べる
https://adwords.google.com
運用ツール→キーワードプランナー→新しいキーワードの選択と検索ボリュームの取得

 ・関連キーワードを挙げる
新しいキーワードを見つける
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制作-企画、記事設計-

キーワード候補

 ・検索ボリュームを調べる
キーワード → 過去の指標

・GoogleにIndexされているコンテンツ数を調べる
https://www.google.co.jp/
で、検索して、検索結果の上の方にある件数を取得する
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制作-企画、記事設計-

3.企画の詳細を決める
・他社商品、サービス、競合他社などと比較するコンテンツを入れる場合は、これらを挙げる。

4.関連する商品やサービスを挙げる
・他社商品、サービス、競合他社などと比較するコンテンツを入れる場合は、これらを挙げる。

5.関連する商品やサービスの検索キーワードを挙げる
・挙げる内容は関連する検索キーワードを挙げる方法と同じ
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制作-企画、記事設計-

6.関連する検索キーワードから、今回取っていくワードを決める
・件数的な判断基準の目安
　Indexされているコンテンツ数が、10万～200万件
　検索ボリュームが、0～3000件
・ワードの内容的な判断基準の目安
　メインキーワードを説明する系、コンバージョンに繋げやすいネタを優先的に選択していく

7.関連する競合商品の検索キーワードから、今回取っていくワードを決める
・上記の判断基準を満たしている中から、検索ボリュームの多い順、競合度合いが高い順に優先順位をつける

8.記事の設計を決める
・何種類の記事があるか挙げる（理論、事例、比較など）
・種類ごとの記事の大まかな構成を決める
・選択したキーワードを、どのように記事に入れ込むのかを決める
・カテゴリー、タグを決める
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制作-企画、記事設計-

9.サイトの設計を決める
・タイトルを決める
・サブメッセージを決める
・サイト開設時の記事の数を決める
・メニュー構成を決める
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制作-サイトリリース-

設計に基づいて投稿ページや固定ページを作成

ビジュアルorテキスト画面で、文字を入力
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制作-サイトリリース-

問い合わせフォームやメールの設定（Contact form7を使用）

お問い合わせ→フォームの設定
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制作-サイトリリース-

プライバシーポリシーの設定

検索エンジンでの表示のチェックを外す

このページはNo　indexに設定する
↓以下に設定手順記載
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制作-サイトリリース-

各ページのタイトル、メタの設定（YOASTを使用）

〇で囲っているSEOタイトルとメタディスクリプションを設定

設定ボタン→で以下の項目がはいの場合は
index登録の対象となり、いいえの場合、No indexになる
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制作-サイトリリース-

検索エンジンでの表示のチェックを外す
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制作-サイトリリース-

Googleアナリティクスの設定

管理画面を開く
・アカウントない場合はアカウントを作成
・プロパティを追加する場合はプロパティを作成

アカウントを作成
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制作-サイトリリース-

プロパティの設定(プロパティを作成)
・サイト名、URL、業種、タイムゾーンを入力
・トラッキングIDを取得

データ共有設定（アカウント作成の続き）
推奨のままトラッキングIDを取得
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制作-サイトリリース-

対象となるプロパティのトラッキングコードを選択

トラッキングIDを確認する

WP画面→インサイトでトラッキングコード入力
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制作-サイトリリース-

Google Adsenseで広告の作成、サイト内に設置
広告サイズ：記事内に挿入する用①、②がレクタングル（336×280）
サイドバー用がラージスカイ（300×600）
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制作-サイトリリース-

記事挿入①　ページ上部 　記事挿入②　ページ下部

サイドバー挿入

広告挿入は1ページ当たり、3つまでというルールがある
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制作-サイトリリース-

サーチコンソールの設定・・・Googleにサイトが出来たことを知らせる
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運用編

運用

サイトリリース後、記事の更新や分析をする事によって
アクセス数を上げて、コンバージョンに繋げやすくする

Googleアナリティクス　
・一定期間内の訪問者数やPV数の分析とか出来るツール 

着目点はセッション数

セッション
・そのサイトへの訪問のことを指す。
1回そのサイトを訪れたら、セッション数が1ということになり、
セッション数が5,000なら、該当期間に5,000回そのサイトが見られていると判断される

サーチコンソール
・一定期間内の、クエリ（キーワード）とページの表示回数やクリック数、掲載順位 出来るツール 
が確認できるツール

①検索トラフィック→検索アナリティクス→日付で期間を選択→ 
期間を比較でカスタム設定をする （先々月分と先月分）
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運用編

前の月と比べて、掲載順位が落ちていないか確認する
チェックをする優先度：クリック数＜表示回数＜掲載順位

→Excel等で
比較表を作る

基本的に、掲載順位が下がれば、表示回数も下がり、クリック数も下がるので、
掲載順位が落ちていないか確認する

大幅に順位が落ちているクエリ（キーワード）やページがあれば、
更に詳しく確認する
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99.チェックリスト

内容 日付 名前

1 ドメインを取得したか

2 ネームサーバーの設定をしたか

3 ドメインを適用したか

4
MySQLとユーザーの作成は
したか

5 SSLの設定は行ったか

6
WPは最新版をインストールした
か

7 テーマは何を選んだか

8 siteguaradは入れたか

9 Yoast SEOは入れたか

10
Google Analytics by
MonsterInsightsは入れたか

11
Googleアナリティクスの設定は
したか

12 Contact Form 7は入れたか

13
その他のプラグインは利用する
か

14
検索エンジンでの表示のチェッ
クを外したか

14 http→httpsに設定したか

15
サイト用のGoogleAdsense広告
を作ったか

記事1、記事2、
ラージスカイを作

16
Adsense広告を貼るべきページ
に全て貼ったか

17
A8を貼るべきページに全て貼っ
たか

18
VCを貼るべきページに全て貼っ
たか

19
TGを貼るべきページに全て貼っ
たか

20
LINKを貼るべきページに全て
貼ったか

21
ACを貼るべきページに全て貼っ
たか

22
を貼るべきページに全て貼った
かは利用するか

23
楽天を貼るべきページに全て
貼ったか

24 その他

25
グローバルメニューは設定した
か

26 サイドメニューは設定したか

27 フッターメニューは設定したか

28 リンク切れは無いか

29 記事の数は設計どおりか

30
記事の構成、カテゴリー設定な
どは設計どおりか

31 記事の誤字脱字はないか

32
関連記事は設計通りにできてい
るか

33 コメント欄は削除してあるか

34 記事の日付は削除してあるか

35
サイドカラムはラージスカイに合
わせてCSS調整してあるか

36 その他、CSSで何か追記したか

37 TOPページは設計どおりか

38
.httaccessに海外IP除外コード
は入れたか

39
サーチコンソールの設定はおこ
なったか

サイト

その他

サイト開設時チェック

ドメイン

サーバー

WP

広告
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